
■揚土工の施工～現場状況レポート～■ 平成2１年６月４日

前回※1の現場日記では揚土工の施工方法についてレポートしました。今回は、この施

 

工のサポートに従事している重機や機器、設備についてレポートします。また、最新の

 

現場状況をお伝えします。※1

 

H21.4.1７「揚土（埋立部）の本格化」（

 

前回の日記へはコチラをクリック）

揚土範囲

■現場日記■

 

第46号

 

担当：満山

埋立部 桟橋部

接続部 連誘部

環境 その他

工種名：揚土工

羽田再拡張

 

Ｄ滑走路建設工事共同企業体
提供（H21.4.27撮影）

埋立部桟橋部

現空港側

写真①

揚土範囲

揚土材仮置場（H21.5.27撮影）写真⑦

写真②③
揚土した山砂を転圧する振動ローラにＧＰＳア

 

ンテナとパソコンが搭載されており、自機の走行

 

軌跡と所定の転圧回数をリアルタイムに確認しな

 

がら施工することができます。
写真④

現場事務所では稼働している重機全体の状況を

 

確認することができます。

写真⑦は、写真①の赤丸で囲った区域を撮影したも

 

のです。１ヶ月間の短期間で陸地が形成されたこと

 

がよく分かります。

約6～10mの高さに積み

 

上げられた揚土材（山砂

 

等）です。間近で見ると

 

結構な高さです。ちょっ

 

とした丘といってよいで

 

しょう。

写真⑥
砂塵の発生を防ぐために散水車を走らせています。

写真⑤
給油設備には、万が一のオイル漏れに対処するた

 

め、防油シートと防油堤を設置、更に、落雷による

 

事故を防ぐため避雷針を設置しています。（もちろ

 

ん安全性については消防署の検査を受けています）

写真②

給油設備（H21.5.27撮影）写真⑤

散水状況（H21.5.27撮影）写真⑥
護岸

写真④

この散水車は30,000Ｌも

 

積めるとか・・・スケール

 

が大きいですね。

タンクローリー車を囲

 

むように防油堤を設置。
オイル漏れはあっては

 

なりませんね。

H21.5.27現在の現場状況

現空港

埋立部

桟橋部

転圧作業状況（H21.5.27撮影）

ここにＧＰＳアンテナ

 

が取り付けてあります。

写真③

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/haneda/haneda_saikaku/joukyou/diary/pdf/090415.pdf
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